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広報はこね　2018.August

広報はこね　2018.Augustそして、金時山や明神ケ岳などカルデラの外側を囲む山々（外輪山）ができました

にご注意ください！

【食中毒予防の ３原則】

食 中 毒
　細菌が原因となる食中毒は暑い時期に多く発生します。食中毒菌は肉眼では見えず、
食品が汚染されても臭い・味・色は変わらないことがほとんどです。
　「食中毒予防の３原則」を守り、食中毒の発生を防ぎましょう。

照会先　小田原保健福祉事務所食品衛生課　☎０４６５－３２－８０００（代表）

つけない原則 １
　調理の前、生ものなどをさわった後、トイレの後な
どは、手をよく洗いましょう。
　肉や魚を保存するときは、他の食品にふれないよ
う、ラップなどに包んで保存しましょう。
　包丁やまな板は、肉用、魚用、野菜用などに分けて
使いましょう。

増やさない原則 ２
　傷みやすい食品は室温放置せず、冷蔵庫または
冷凍庫に保存しましょう。
　調理した食品は早めに食べましょう。

やっつける原則 ３
　加熱調理をする食品は中心部まで十分に火を通し、
特にお肉は生で食べないようにしましょう。
　ふきんやまな板などの調理器具はよく洗い、定期的
に消毒しましょう。
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８
月
15
日
は
「
戦
没
者
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。

こ
の
日
は
、
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ

た
数
多
く
の
人
々
を
追
悼
し
、
平

和
を
祈
念
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
日
本
武
道
館
で
全
国
戦
没
者

追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
正
午
の
サ

イ
レ
ン
を
合
図
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
や
家
庭
な
ど
で
、
追
悼
と
平
和

祈
念
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、

毎
年
８
月
６
日
と
８
月
９
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
式

と
平
和
祈
念
を
行
っ
て
お
り
、
広

島
市
で
は
８
月
６
日
㈪
午
前
８
時

15
分
、
長
崎
市
で
は
８
月
９
日
㈭

午
前
11
時
２
分
に
、
平
和
の
鐘
を

合
図
に
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧

げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
両
市

で
は
、
今
年
も
平
和
を
祈
る
輪
を

全
国
各
地
に
広
げ
る
た
め
、
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
時
刻
に
黙
と
う
を

捧
げ
ら
れ
る
よ
う
、
協
力
の
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

神
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川
労
働
局
労
働
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準
部

健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
熱
中
症
予
防
の
た
め
の

�

早
期
対
応
の
お
願
い
～

○�

初
夏
は
気
温
の
変
動
が
大
き
く
、

暑
さ
へ
の
身
体
の
順
応
が
不
十

分
な
時
期
で
す
。
作
業
者
か
ら

の
身
体
の
不
調
の
訴
え
を
確
認

す
る
こ
と
な
く
、
水
分
と
塩
分

を
こ
ま
め
に
補
給
さ
せ
る
、
作

業
時
間
の
短
縮
や
十
分
な
休
憩

を
取
ら
せ
る
な
ど
、
職
場
で
の

早
め
の
対
応
が
必
要
で
す
。

○�

変
調
を
訴
え
る
人
が
出
た
ら
、

水
分
補
給
や
休
憩
を
取
ら
せ
る

ほ
か
、
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
一
人
に
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

○�

意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
体

に
触
る
と
熱
い
な
ど
の
症
状
が

あ
れ
ば
、
直
ち
に
氷
で
体
を
冷

や
し
、
躊
躇
せ
ず
救
急
車
を
呼

び
ま
し
ょ
う
。

○�

日
中
に
熱
中
症
の
症
状
が
み
ら

れ
た
場
合
は
、
一
旦
回
復
し
帰

宅
し
た
後
に
、
再
度
悪
化
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
通
常
の
体

調
に
戻
ら
な
い
場
合
は
、
早
め

に
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

○�

職
場
に
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
（
暑
さ
指
数
）

の
測
定
器
（
湿
球
黒
球
温
度
計
）

を
設
置
す
る
ほ
か
、
環
境
省
の

熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
予
測

値
・
実
況
推
定
値
を
作
業
前
に

参
照
す
る
な
ど
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値

を
活
用
し
た
作
業
管
理
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

平
成
30
年

7
月
豪
雨
災
害
義
援
金
の

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援

金
の
受
付
を
12
月
31
日
㈪
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
本
庁
、
出
張
所
に
募
金
箱

を
設
置
し
、
お
預
か
り
し
た
義
援

金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被

災
地
に
届
け
て
い
ま
す
の
で
、
温

か
い
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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町
国
際
交
流
協
会
の

会
員
を
募
集
し
ま
す
！

　
国
際
交
流
協
会
は
、
国
際
交
流

の
発
展
、
国
際
観
光
地
箱
根
の
地

位
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
団
体
で
、
姉
妹
都
市
カ
ナ

ダ
・
ジ
ャ
ス
パ
ー
と
の
学
生
交
流
、

英
会
話
・
中
国
語
会
話
教
室
な
ど
、

姉
妹
都
市
交
流
や
国
際
視
野
を
広

め
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
好
評
の
語
学
教

室
を
は
じ
め
、
料
理
教
室
な
ど
、

楽
し
み
な
が
ら
国
際
的
感
覚
を
養

う
こ
と
の
で
き
る
事
業
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

対　
象　
本
会
に
賛
同
し
、
こ
れ

を
援
助
す
る
個
人
お
よ
び
団
体

会　
費

　
個
人　
（
一
口　
２
千
円
）

　
団
体　
（
一
口　
１
万
円
）

　
※
年
度
会
費
で
す
。

入
会
方
法　
電
話
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
後
日
送
付
す
る
所
定
の

申
込
書
と
振
込
用
紙
に
よ
り
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
町
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
観
光
課
内
）
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箱
根
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
会
員
を

募
集
し
ま
す

　
箱
根
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
は
、
平
成
10
年
に
設
立
さ
れ
、

現
在
、
会
員
は
50
団
体
で
す
。

　
主
に
東
ア
ジ
ア
及
び
東
南
ア
ジ

ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
域
を

対
象
に
、
現
地
で
の
商
談
会
の
実

施
や
、
旅
行
博
へ
の
出
展
な
ど
、

箱
根
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
中
心
に
行
っ

て
い
ま
す
。

対　
象　
本
会
に
賛
同
し
、
こ
れ

を
援
助
す
る
法
人
並
び
に
個
人
お

よ
び
団
体

会　
費　
年
額　
一
口
１
万
円

入
会
方
法　
電
話
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
後
日
送
付
す
る
所
定
の

申
込
書
と
振
込
用
紙
に
よ
り
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
箱
根
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
事
務
局
（
観

光
課
内
）
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